
参議院常任委員会調査室・特別調査室 

 

 

論題 
参議院事務局・日本工学アカデミー（ＥＡＪ）共催シンポ

ジウム 開催概要 

著者 / 所属 令和６年度『立法と調査』企画運営部 

雑誌名 / ISSN 立法と調査 / 0915-1338 

編集・発行 参議院事務局企画調整室 

通号 466号 

刊行日 2024-4-26 

頁 91 

URL 
https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rip

pou_chousa/backnumber/20240426.html 

 

※ 本文中の意見にわたる部分は、執筆者個人の見解です。 

 

※ 本稿を転載する場合には、事前に参議院事務局企画調整室までご連絡くだ

さい（TEL 03-3581-3111（内線 75020）／ 03-5521-7686（直通））。 

https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rippou_chousa/backnumber/20240426.html
https://www.sangiin.go.jp/japanese/annai/chousa/rippou_chousa/backnumber/20240426.html


立法と調査　2024.4　No.466（参議院常任委員会調査室・特別調査室）
91

 

 同年８月、学校教育法施行規則が改正され、同施行規則に、学校における医療的ケア児

の療養上の世話又は診療の補助に従事する「医療的ケア看護職員」が新たに規定された52。

令和６年度予算においては、医療的ケア看護職員の配置のため、4,550人分が盛り込まれて

いる。 

 

６．病気療養児の遠隔教育 

 疾病や障害により病院や自宅で療養中の病気療養児53に関しては、遠隔教育を推進する

制度改正が累次にわたって行われており、文部科学省「令和４年度病気療養児に関する実

態調査結果」（令5.10）によれば、病気療養児に対する同時双方向型の授業配信54の実施状

況は、小学校で27％（平成30年度調査時点では1.3％）、中学校で17％（同0.4％）、高等学

校で26％（同2.4％）、特別支援学校で26％（同7.9％）と、前回調査よりも実施率は大幅に

増加した。 

 一方、病気療養児については、その時々の病状や治療の状況によりリアルタイムで授業

を受けることが困難な場合があるとされており、同調査でも「本人の体調や治療の状況」

が、同時双方向型の授業配信が実施されていない最大の理由として挙げられていた。この

点に関し文部科学省は、令和５年３月、①小中学校段階においては、オンデマンド型授業

配信を含むICT等を活用した学習活動を実施した場合においても、指導要録上出席扱いと

すること及びその成果を評価に反映することを可能とする、②高等学校段階においては、

学校が認めた場合には、オンデマンド型の授業で実施することを可能とする制度改正をそ

れぞれ行っている。 

 

７．障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針の改正 

 令和６年４月の改正障害者差別解消法の施行に備えた「障害を理由とする差別の解消の

推進に関する基本方針」の改正（令5.3.14閣議決定）を踏まえ、「文部科学省所管事業分野

における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」が改正された（令和６年

４月施行）。 

 

（たけうち けんた・内線75209） 

 
的ケア児（2,199人）のうち、①は426人（19.4％）、②は1,019人（46.3％）、③は754人（34.3％）である（文

部科学省「令和５年度学校における医療的ケアに関する実態調査結果（概要）」（令6.3））。なお、この点に関

し、令和６年３月、総務省行政評価局は、「医療的ケア児とその家族に対する支援に関する調査－小学校にお

ける医療的ケアの実施体制の構築を中心として－」を公表し、文部科学省に対し、医療的ケア実施者の確保

が困難である要因を踏まえた支援方策の検討や、医療的ケア実施者の配置・採用形態の工夫等による付添い

の解消の取組の促進等を求めた。 
52 同改正では、教育上特別の支援を必要とするこどもの学習上又は生活上必要な支援に従事する「特別支援教

育支援員」も新たに規定された。 
53 文部科学省「令和４年度病気療養児に関する実態調査結果」（令5.10）によれば、令和４年度中に学校に在

籍した病気療養児数は、9,165人（小学校：2,277人、中学校：2,542人、高等学校：1,725人、特別支援学校：

2,621人）であり、前回の平成30年度調査時と比べ、1,171人増加していた。 
54 病院や自宅で療養中の病気療養児に対し、インターネット等のメディアを利用してリアルタイムで授業を配

信し、同時かつ双方向的にやりとりを行うこと。 
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 令和６年２月14日（水）、参議院事務局・日本工学アカデミー（ＥＡＪ）共催シンポジウ

ム（以下「シンポジウム」という。）が開催された。 

 シンポジウムでは、冒頭、参議院事務局を代表して金澤真志企画調整室長、ＥＡＪを代

表して永野博政策共創推進委員会委員長（ＥＡＪ顧問）から、それぞれ挨拶が行われた。

次に、牧原出先生（東京大学）・熊谷晋一郎先生（同）・並木重宏先生（同）・綾屋紗月先生

（同）から、「インクルーシブなＳＴＥＭ研究環境の構築」と題する講演が行われ、また、

竹内健太調査員（文教科学委員会調査室）から、「よりインクルーシブな教育・研究環境に

向けて～特別支援教育における現状と課題～」について報告が行われた。その後、質疑・

討論を経て、閉会した。 

 「インクルーシブなＳＴＥＭ研究環境の構築」においては、ＥＡＪの「インクルーシブ

なＳＴＥＭ研究環境の構築プロジェクト」（リーダー：牧原出先生）が令和４年11月に取り

まとめた同題名の報告書の内容に基づいて講演が行われた*。 

 「よりインクルーシブな教育・研究環境に向けて～特別支援教育における現状と課題～」

においては、入学（学びの場の決定）段階、在学（学びの場における）段階のそれぞれに

ついて、特別支援教育の現状と課題が報告された。 

 
* 報告書の全文は以下のＵＲＬ参照〈https://www.eaj.or.jp/eajlocal/wp-content/uploads/2023/01/eaj-re

port-proj-20221117.pdf〉 

 
参議院事務局・日本工学アカデミー（ＥＡＪ） 

共催シンポジウム 開催概要 
 令和６年２月 14 日（水） 


